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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
お
迎
え
出
来
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
当
所
運
営
と
事
業
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
任
期
満
了
に
よ
り
ま
す
商
工
会
議
所
の
議
員

改
選
が
行
わ
れ
、
議
員
85
名
に
よ
る
新
た
な
体
制
の
も
と
、
私

自
身
も
３
期
目
と
な
る
会
頭
職
を
引
き
続
き
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
副
会
頭
・
専
務
理
事
の
三

役
に
つ
き
ま
し
て
も
再
任
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
女
性
初
の
高
市
早
苗
首
相
が
誕

生
し
、
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
円
安
・
原
油
高
に
伴
う

原
材
料
や
資
源
価
格
の
上
昇
等
に
よ
る
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
型
イ

ン
フ
レ
か
ら
、
需
要
拡
大
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
プ
ル
型
イ
ン
フ
レ

へ
と
移
行
し
、
経
済
の
好
循
環
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
地
域
で

は
物
価
上
昇
に
賃
金
上
昇

が
追
い
付
か
ず
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
加
え

て
人
口
減
少
と
高
齢
化
、

若
年
者
の
流
出
に
よ
る
人

手
不
足
や
地
域
内
市
場
の

縮
小
に
対
す
る
不
安
等
、

会
員
企
業
か
ら
多
く
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

３
期
目
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
内

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
課
題
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
各
種
事
業
を
積
極
的
に
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
ず
１
つ
目
に
は
、
企
業
に
お
け
る
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
で

あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
国
内
や
地
域
市
場
が
縮
小

し
て
お
り
ま
す
。
企
業
が
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
変
革
」
に
挑
み
、「
付
加
価
値
」
と
「
生
産
性
」
を
向
上
さ
せ
、「
稼

ぐ
力
」
を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
新
分
野
進
出
、

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
推
進
、
域
外
・
海
外
展
開
等
に
挑
戦
す
る
企
業
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
メ
デ

ィ
ア
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
支
援
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

次
は
企
業
の
維
持
・
存
続
と
深
刻
化
し
て
い
る
人
手
不
足
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

先
行
き
に
対
す
る
不
安
や
人
手
不
足
、
さ
ら
に
は
後
継
者
の

確
保
が
で
き
ず
事
業
を
断
念
す
る
事
業
者
が
増
加
し
て
お
り
、

私
共
の
会
員
企
業
に
お
い
て
も
廃
業
は
こ
こ
数
年
、
毎
年
30
社

を
超
え
て
お
り
ま
す
。
商
工
会
議
所
で
は
、
北
海
道
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
後
継
者
に
悩
む
事
業
者
に

対
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
等
を
実
施
し
、
事
業
承
継
に
取
り
組

む
と
と
も
に
北
見
市
は
じ
め
市
内
支
援
機
関
・
教
育
機
関
と
連

携
し
、
創
業
を
後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
「
地
域
力
」
の
源
と
な
る
地
域
企
業
の
維
持
・

存
続
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
就
職
活
動
が
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
も
の
に
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
学
生
か
ら
は
「
地
元
企
業
を
知
ら

な
い
・
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
多
く
、
今

後
は
教
育
機
関
や
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
、
企
業
に
よ
る
出

前
講
座
や
企
業
見
学
会
等
を
行

い
、
地
域
の
学
生
・
子
ど
も
達

に
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、

採
用
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
近

年
増
加
し
て
い
る
外
国
人
材
の

採
用
・
雇
用
環
境
の
整
備
に
も

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

再
開
発
事
業
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
北
見
市
休
日
夜
間
急
病
セ

ン
タ
ー
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
完
成
。

さ
ら
に
既
存
施
設
の
解
体
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
こ
の
後
高
齢
者
福

祉
施
設
・
交
流
広
場
・
駐
車
場
の
整
備
と
、
い
よ
い
よ
本
年
が

事
業
完
了
に
向
け
た
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
北
見
市

の
協
力
の
も
と
事
業
完
了
ま
で
し
っ
か
り
と
事
業
施
工
者
と
連

携
を
図
り
、
事
業
推
進
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
北
見
市
は
昨
年
か
ら
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
進
め
て
お
り
、
当
所
も
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
協
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
部
会
員
企
業
か
ら
は
、「
仕
事
が
大
き
く
減
っ
た
」「
経
営
が

立
ち
行
か
な
い
」
等
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
要

望
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
こ
れ
ま
で
の
１
年
の
取
り
組

み
の
検
証
・
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
実
施
に
活
か
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
引
き
続
き
市
政
に
協

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
共
に
難
局
を
乗
り
越
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

当
所
は
、
地
域
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
地
域
の
発
展
・
明
る
い
未
来
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
見
市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
会
員
企
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
、

ま
た
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
新
年
交
礼
会
会
頭
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
北
見
商
工
会
議
所
会
頭　
舛
川　
誠

事
業
者
へ
の
支
援
強
化
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に
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オホーツク管内の市町村に
ウェルビーイングを
お届けします！

馬の如く力強く駆け抜ける１年に
荒井   勉さん　〈当所議員〉 （昭和29年6月生まれ）
㈱勉強屋本部　代表取締役
　本年は「丙午（ひのえうま）」の年です。古来より陽の気
が極まるとされるこの年は、変化を恐れず情熱を持って物事
に取り組むのに最適な年といわれています。北見市において
もアフターコロナを経て新たな経済の動きが求められていま
す。私自身、年男としてこの勢いに乗り、自社の発展はもち
ろんのこと、商店街や地域経済の活性化に向けて、馬の如く
力強く駆け抜ける１年にしたいと考えております。

環境変化に対応、事業拡大も
京塚 啓司さん　〈当所議員〉 （昭和41年11月生まれ）
㈲マークス　代表取締役
　大病もせずに、還暦を迎えられることに感謝。健康管理と
して７年前から週２回ジム通い。食べ過ぎないよう気をつけ
ています。環境の変化への対応を第一に考え、３年前から事
業拡大を始め、このたび女満別空港のレンタカー事業をスタ
ートしました。今年は家族で海外（ハワイなど）にも行きた
い。

柔軟な発想、さまざまな角度から前進
高橋 嗣雄さん　〈当所議員〉 （昭和53年3月生まれ）
北都板金工業㈱　代表取締役
　縁起が良いといわれる年男4回目!!弊社は70周年・新北見
市は20歳という節目の年に、議員としてやりたいことが沢
山ありすぎて楽しみです。北見に戻って来てもうすぐ10年、
札幌に始まりロサンゼルス・台北・東京と過ごしてきた沢山
の経験を北見から北海道・日本全国・世界へと発信していけ
るように、柔軟な発想とさまざまな角度から自分らしく前進
していく1年にしたいと思います。

新ジャンルの仕事、次男のダンス応援
天内 健吾さん　〈当所常議員〉 （昭和53年4月生まれ）
㈱天内工務店　代表取締役社長
　札幌の「フェイクグリーン」（人工観葉植物）を作ってい
る会社の事業を引き継ぐことになりました。葉っぱを仕入れ
て、加工・組み立てして製品にする、当社にとって新しいジ
ャンルの仕事に取り組むこととなり、楽しみでもあります。
昨年次男がグループとして出場した高校生以下のダンススタ
ジオの全国大会エスディー・リーグで優勝。予選・本選に家
内と応援に行っていますが、とても楽しみとなっています。

駑
ど

馬
ば

に鞭打つ
桑原 賢史朗さん　〈当所常議員〉 （昭和53年5月生まれ）
桑原電装㈱　代表取締役社長
　いよいよ「若手」といわれなくなってきたのは、見た目が
そうさせるのか、年齢がそうなのかは分かりません。
　経営課題も多く、環境変化も大きい最中ですので脇目をふ
らず馬の如く駆け抜ける年としたい、と自分に鞭打って気合
いを入れ直しています。

感謝胸に議員務め、仕事に精一杯尽力
黒部 一哉さん　〈当所議員〉 （昭和53年8月生まれ）
㈱ホテル黒部　代表取締役
　昨年の議員改選で議員に選任いただきました。
　当家は長きにわたり、北見商工会議所に大変お世話になっ
ております。その感謝を胸に、微力ではありますが、議員と
して務めさせていただきます。
　物価上昇など厳しい環境下でありますが、今後も皆さまに
快適にご利用いただけますよう、精一杯尽力してまいります。

午年 常議員・議員 新年の抱負
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当
所
の
令
和
８
年
新
年
交
礼
会
が
１
月

５
日
、
当
所
役
員
・
議
員
・
会
員
、
市
内

各
界
の
代
表
ら
約
３
２
０
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

式
辞
の
中
で
、
舛
川
誠
会
頭
は
３
期
目

の
会
議
所
運
営
に
つ
い
て
、「
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
課
題
に
対
す
る
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
各
種
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、

企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
、
企
業
の
維

持
・
存
続
と
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
対
策

を
あ
げ
、
こ
れ
ら
の
現
況
や
考
え
方
を
交

え
て
取
り
組
み
事
例
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
、
始
動
し
た
北
見
市
の

財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
、
市
に
検
証
を
求
め
る
と
と
も
に
、

会
議
所
と
し
て
市
の
歳
入
増
に
協
力
す
る

こ
と
に
も
言
及
。「
地
域
唯
一
の
総
合
経
済

団
体
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地

域
の
発
展
・
明
る
い
未
来
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
」
な
ど
と
新
年
の
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

「
年
賀
の
辞
」
に
は
３
人
が
登
壇
。
武

部
新
衆
議
院
議
員
は
「
私
た
ち
の
地
域
は

も
の
づ
く
り
の
地
域
。
市
内
商
業
高
校
、

工
業
高
校
の
専
門
機
能
を
強
化
し
て
地
域

に
必
要
な
人
材
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
明
る
い
令
和
８
年
を
干
支
の
よ

う
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
馬
力
よ
く
駆
け

抜
け
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
。

川
原
田
英
世
衆
議
院
議
員
は
「
北
見
市

は
可
能
性
が
た
く
さ
ん
あ
る
ま
ち
。
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
の

年
で
も
あ
る
。
北
見
の
未
来
を
考
え
、
各

業
界
・
世
代
を
乗
り
越
え
連
携
し
て
、
北

見
の
未
来
を
と
も
に
つ
く
る
１
年
に
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
公
務
の
た
め
欠
席
し
た
辻󠄀
直

孝
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
武
田
雅
弘
副
市

長
か
ら
披
露
。
こ
の
中
で
、
辻󠄀
市
長
は
「
財

政
健
全
化
と
ふ
る
さ
と
北
見
の
発
展
に
向
け
、

決
し
て
諦
め
ず
、
前
例
の
な
い
改
革
な
ど

を
躊
躇
な
く
前
に
進
め
、
北
見
が
だ
れ
も

が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
く
な
る
笑
顔

広
が
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
」
と
市
政
の
か
じ
取
り
に

意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
酒
樽
の
ふ
た
を
開
け
る
「
鏡

開
き
」
が
北
見
市
議
会
の
中
崎
孝
俊
副
議

長
（
飯
田
修
司
議
長
の
代
理
）
が
音
頭
を

取
り
、
市
内
各
界
代
表
15
人
に
よ
り
威
勢

良
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

箏
と
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
な
ど
新

春
ら
し
い
邦
楽
が
流
れ
る
中
、
出
席
者
は
、

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
新
年
の
幕
開
け
を

祝
う
と
と
も
に
、
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
い
ま
し
た
。
最
後
に
北
見
青
年
会
議

所
の
船
橋
悠
太
理
事
長
の
三
本
締
め
に
よ

り
閉
会
し
ま
し
た
。　　
（
担
当　

総
務
部
）

式辞を述べる舛川会頭

「
年
賀
の
辞
」
を
述
べ
る
武
部
衆
議
院
議
員
、
川
原
田

衆
議
院
議
員
、
辻󠄀
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
す
る
武

田
副
市
長
、
手
締
め
の
音
頭
を
と
る
船
橋
Ｊ
Ｃ
理
事
長

各
界
か
ら
約
３
２
０
人
が
出
席
し
、　
　
　
　

新
年
の
幕
開
け
祝
い
、
地
域
発
展
願
う　

令
和
８
年
新
年
交
礼
会

会
頭
が
新
年
の
抱
負
　
　
会
員
支
援
を
強
化
し
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
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議員改選後初の部会で
新しい正副部会長決める

議
員
改
選
後
、
初
の
部

会
が
12
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ

れ
開
か
れ
、
正
副
部
会
長

が
決
ま
り
ま
し
た
。 

各
部
会
で
は
、
役
員
選
任
、

今
後
の
部
会
活
動
を
協
議

し
た
ほ
か
、
講
話
と
し
て

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
等

に
よ
る
脱
炭
素
経
営
の
メ

リ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
北

海
道
、
北
海
道
電
力
の
担

当
者
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
空
調
設
定

温
度
の
適
性
化
や
窓
断
熱

パ
ネ
ル
に
よ
る
低
減
な
ど

「
運
用
改
善
」、
空
調
・
高

効
率
エ
ア
コ
ン
へ
の
更
新
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
な
ど
「
設
備
更
新
」
の
各
事

例
に
つ
い
て
、
省
エ
ネ
効
果
・
削
減
金
額

と
と
も
に
紹
介
。
出
席
者
は
自
社
の
省
エ

ネ
対
策
の
参
考
に
し
よ
う
と
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

令
和
９
年
末
ま
で
に
一
般
照
明
用
の
蛍

光
灯
の
製
造
・
輸
出
入
が
終
了
す
る
こ
と

か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
（
継
続
使
用
、
在
庫
の
売
買
・

使
用
は
可
能
）。

６
部
会
の
新
部
会
長
、
副
部
会
長
は
下

記
の
通
り
（
敬
称
略
）。

　
　
（
担
当　

後
藤 

達
哉
）

建設業部会

［商 業 部 会］　　　　　　　　　（副部会長　五十音順）
　■部会長　　坂口政義
　■副部会長　荒井　勉　市川隆博　北野達志　小柳亨信

［工 業 部 会］
　■部会長　　亀井　滋
　■副部会長　紺野賢太郎　佐藤貴彦　渡辺主人

［建 設 業 部 会］
　■部会長　　岡村金司
　■副部会長　加藤雄市　鴨下辰哉　佐々木雄一　篠尾和孝
　　　　　　　中神　拓　松井順仁　八木雅之

［理 財 部 会］
　■部会長　　中地大介
　■副部会長　近江孝介　東田武彦　藤澤慎也　弓山充康

［サービス業部会］
　■部会長　　杉田英寿
　■副部会長　柏尾典秀　渡辺裕之　

［運 輸 車 輌 部 会］
　■部会長　　福村泰司
　■副部会長　京塚啓司　桑原賢史朗　竹田貴彦　堂田佳裕
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「
き
た
み
de
街
コ
ン
」
が
11
月
15
日
、
山

下
町
の
協
力
飲
食
店
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

当
所
と
同
街
コ
ン
実
行
委
員
会
が
若
者
の

出
会
い
の
場
、
街
中
の
飲
食
店
の
賑
わ
い
創

出
を
目
的
に
主
催
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
令
和

２
年
以
降
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
復
活

し
た
も
の
で
９
回
目
。　

今
回
は
30
代
を
中
心
に
市
内
・
近
郊
、
遠

く
は
札
幌
か
ら
74
人
が
参
加
。
メ
ン
テ
ル
ス

ク
エ
ア
（
ロ
ー
タ
リ
ー
ひ
ろ
ば
）
で
受
付
、

河
合
昭
徳
副
会
頭
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
５
店

を
巡
る
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
ま
た
参
加

し
た
い
」
と
の
声
が
約
７
割
あ
っ
た
ほ
か
、

「
普
段
交
流
す
る
こ
と
の
な
い
方
と
知
り
合

え
た
」
「
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
に
行
け
る
の
が

良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　

  　

（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

『
が
ん
ば
ろ
う
北
見
！
』
応
援
実
行
委
員

会 

（
委
員
長　

河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
主

催
に
よ
る
「
き
た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
が
11
月
28
日
、
マ
ル
ゲ
ン
ぽ
ん
鱈

小
公
園
（
小
公
園
）
で
始
ま
り
ま
し
た
。

今
季
は
北
見
赤
十
字
病
院
側
を
拡
充
し
、

ツ
リ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間
、
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
を
増
設
し
ま
し
た
。

初
日
は
学
生
や
親
子
連
れ
ら
が
見
守
る
中
、

同
実
行
委
員
会
の
関
係
者
に
よ
る
点
灯
式
を

無
料
提
供
の
コ
コ
ア
も
用
意
し
実
施
。
同
公

園
の
夜
景
は
9
万
個
の
L
E
D
電
球
の
青
・

白
・
ピ
ン
ク
な
ど
の
光
で
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
一
変
。
来
場
者
は
写
真
や
動
画
を
撮
影
し

た
り
、
散
策
し
た
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

1
月
31
日
（
午
後
4
時
～
同
９
時
）
ま
で
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
事
業
の
継
続
実
施
に

向
け
て
芳
志
を
１
口
1
0
0
0
円
か
ら
商
工

会
議
所
窓
口
に
て
随
時
募
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

当
所
と
香
り
彩
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
機
構

主
催
の
恒
例
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教

室
」
が
12
月
6
日
、
市
民
10
人
の
参
加
に
よ

り
「
ま
ち
ん
な
か
Ｓ
Ｈ
０
Ｗ
10
」
（
北
２
西

２
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。　

同
機
構
の
長
部
こ
ず
え
さ
ん
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
参
加
者
は
、
地
場
産
ト
ド
マ
ツ

枝
葉
を
１
本
の
ワ
イ
ヤ
ー
で
ま
る
い
土
台
に

く
く
り
付
け
、
ヒ
バ
も
使
っ
て
リ
ー
ス
の
ベ

ー
ス
づ
く
り
に
集
中
。
バ
ラ
の
実
や
唐
辛
子
、

リ
ボ
ン
な
ど
で
飾
り
つ
け
、
2
時
間
ほ
ど
で

完
成
し
た
手
作
り
リ
ー
ス
に
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。
配
布
さ
れ
た
飾
り
（
イ
ネ
、
水

引
）
に
変
え
て
正
月
飾
り
に
も
活
用
で
き
る

リ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当　

古
川 

佳
佑
） 

き
た
み
de
街
コ
ン

74
人
が
５
店
で
交
流

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室

10
人
が
手
作
り
に
熱
中

き
た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

赤
十
字
病
院
側
イ
ル
ミ
拡
充

「
き
た
み
ｄ
ｅ
街
コ
ン
」
受
付
会
場
、
「
き
た
み
ホ
ワ
イ
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
点
灯
式
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
」
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令和７年度中心商店街歩行者通行量

■令和7年度中心商店街歩行者通行量動態調査結果
［10月10日（金）～12日（日）、中心商店街5カ所・１日10回調査］
　３日間の通行量は、前年比31.5％減の4,342人。前年、調査期間中
の「北見秋祭」が本年度は前週開催であったことによる人の行き来
が影響したと思われます。この通行量はこれまで最少の令和元年度
（4,463人）を下回りました。
　街路別では、大通1,428人（前年比35.1％減）、中央通940人（同
32.4％減）、銀座通821人（35.6％減）、二番街694人（同19.6％
減）、一番街459人（同25.2％減）と、全街路が減りました。
　客層別では、｢用務｣70.1％（前年51.7％）、｢買物｣16.3％（同36.7
％）、｢通学｣7.3％（同4.9％）｢通勤｣6.3％（同6.7％）。買物は10％
台に落ち込みました（令5/23.1％）。
　年齢層別では、高齢層1,990人（前年比5.0％減）、中年層1,553人
（同44.2％減）、若年層799人（同45.4％減）。各層別割合は、高齢
層45.8％（令5/44.1％、令6/33.0％）、中年層35.8％（令5/32.5％、
令6/43.9％）、若年層18.4％（令5/23.4％、令6/23.1％）。高齢者の
割合が増えています。
　曜日別では、金曜日1,869人（前年比3.9％減）、土曜日1,379人
（同42.3％減）、日曜日1,094人（同45.4％減）。金曜日が微減にと
どまり、割合は、金曜日 43.0%、土曜日 31.8%、日曜日 25.2%となっ
ています。
　動態別では、単身86.2％、友だち連れ6.8％、カップル4.0％、子ど
も連れ3.0％。前年と比べ単身者が増えています。
　また、特別追加調査（栄通、中央通〈北2条〉）、特別調査交差点
（大通・銀座通、大通・栄）も前年と比べて2割から4割程度減少して
います。詳しくは、当所ホームページをご覧ください。

 （担当　池亀 由基）

歩行者総数
　全街路で減少し最少に
「買物」目的  10％台に落ち込む
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「
現
場
で
役
立
つ
カ
ス
ハ
ラ
対
応
の
基
本
」

（
11
／
10
）
で
は
、
受
講
者
17
人
が
（
一
社
）

国
際
ス
ト
レ
ス
脳
科
学
研
究
所
代
表
理
事
の

山
本
恵
子
さ
ん
か
ら
、（
カ
ス
ハ
ラ
（
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
と
ク
レ
ー
ム
の
違

い
、
カ
ス
ハ
ラ
を
受
け
た
と
き
の
心
の
仕
組

み
、
カ
ス
ハ
ラ
対
応
の
基
本
ス
キ
ル
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 （
担
当　

古
川 
佳
佑
）

 

「
創
業
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」（
11
／
10
～

11
）
で
は
、
受
講
者
3
人
が
中
小
企
業
診
断

士
、
社
会
保
険
労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん
（
合

同
会
社
ふ
じ
た
経
営
企
画
代
表
社
員
）
か
ら
、

創
業
の
手
続
き
・
補
助
金
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、
財
務
の
基
礎
、
労
務
管
理
な
ど
に
つ
い

て
事
例
を
交
え
説
明
を
受
け
、
自
身
の
創
業

計
画
や
思
い
の
確
認
を
す
る
機
会
に
も
な
っ

た
よ
う
で
す
。　　
　
　
（
担
当　

武
田 

卓
）

「
創
業
入
門
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」（
11
／
29
）
で
は
、

受
講
者
7
人
が
中
小
企
業
診
断
士
、
社
会
保

険
労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん
の
説
明
に
よ
り
、

創
業
の
手
続
き
・
届
出
、
創
業
者
の
現
状
、

経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

起
業
を
目
指
す
恒
例
の
初
心
者
コ
ー
ス

で
す
が
、
今
回
は
、
名
称
に
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

を
つ
け
、
よ
り
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。
受
講
者
は
30
～
70
代
、
女
性

６
人
、
男
性
１
人
の
顔
ぶ
れ
で
し
た
。

（
担
当　

武
田 

卓
）

「
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
の

世
代
別
価
値
観
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
経
営

セ
ミ
ナ
ー
」（
12
／
2
）
で
は
、
世
代
間
ご

と
に
感
じ
る
職
場
の
価
値
観
の
違
い
を
学
び
、

受
講
者
33
人
が
人
材
確
保
・
定
着
の
一
助
に

し
よ
う
と
、
日
本
教
育
実
務
協
会
理
事
長
の

青
山
夕
香
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

 （
担
当　

安
藤 
辰
徳
）

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
セ
ミ
ナ
ー
」

（
12
／
8
）
で
は
、
受
講
者
3
人
が
中
小
企

業
診
断
士
の
酒
井
和
輝
さ
ん
か
ら
、
災
害
等

の
緊
急
事
態
に
お
け
る
企
業
の
「
事
業
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」、
及
び
簡
易
版
と
な
る
「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。酒

井
さ
ん
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
構
成
す
る
「
緊

急
」「
災
害
」
の
事
例
、「
事
業
」「
計
画
」

に
係
る
考
え
方
に
触
れ
、
同
計
画
（
事
前
・

災
害
等
発
生
後
に
す
べ
き
こ
と
）
の
要
件
に

関
し
「
事
業
の
継
続
・
早
期
復
旧
を
可
能
と

す
る
緊
急
時
の
方
法
・
手
段
に
つ
い
て
だ
れ

が
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
か
、

落
と
し
込
む
必
要
が
あ
る
」
と
。

国
が
推
奨
す
る
事
業
継
続
力
強
化
計
画

の
策
定
（
登
録
制
度
）
で
す
が
、
策
定
を
「
し

た
」「
検
討
中
」
の
中
小
企
業
は
２
割
程
度
、

国
内
の
災
害
発
生
件
数
は
増
加
傾
向
。
こ
う

し
た
中
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定
の
効

果
に
つ
い
て
、「
自
社
の
棚
卸
し
の
機
会
と

し
て
捉
え
る
」「
取
引
企
業
と
し
て
評
価
さ

れ
る
」「
生
き
残
り
、
さ
ら
に
業
績
を
伸
ば

す
可
能
性
」
な
ど
具
体
例
を
交
え
て
説
明
し

ま
し
た
。

「
災
害
後
の
事
業
継
続
を
考
え
る
90
分
」

と
も
題
さ
れ
た
同
セ
ミ
ナ
ー
。
受
講
者
へ
の

質
問
も
重
ね
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
理
解
を
よ
り
深
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。

（
担
当　

後
藤 

達
哉
） 事業継続力強化計画セミナー

創業入門cafe

北辰土建株式会社
取 締 役 会 長　鴨 下 泰 久
代表取締役社長　鴨 下 辰 哉

〒090-0030 北海道北見市北10条東4丁目1番地
TEL(0157)24-8624㈹ FAX（0157）61-2097
http://www.hokushindoken.co.jp
E-mail:hokushin@cocoa.ocn.ne.jp

セ
ミ
ナ
ー
　
抄
録
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救命講習を行った女性会11月例会

青
年
部
の
11
月
例
会
は
７
日
、
会
員
52
人

の
出
席
に
よ
り
、
一
般
市
民
の
参
加
を
募
っ

た
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
と
し

て
、
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
（
中
央

公
園
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
北
見
ロ
ー
カ
ル
カ
ル
チ
ャ
ー
再
発
見
」

を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
北
見
な
ら
で
は
の
食
、

酒
、
音
楽
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。
前
売
り

券
（
３
０
０
０
円
、
４
０
０
枚
）
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
会
員
を
通
じ
て
完
売
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
が
降
る
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
３
０
０
人
が
来
場
。
炭
火
に
よ
る
焼

肉
、
海
鮮
、
カ
ク
テ
ル
、
Ｄ
Ｊ
を
交
え
た
音

楽
を
堪
能
し
ま
し
た
。
青
年
部
で
は
今
後
も

北
見
の
地
域
力
を
高
め
る
活
動
を
続
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。　

  

（
担
当　

武
田 

卓
）

女
性
会
の
11
月
例
会
は
25
日
、
会
員
19
人

の
出
席
に
よ
り
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

正
副
会
長
、
部
会
な
ど
の
報
告
に
続
き
、

短
時
間
救
命
講
習
が
北
見
消
防
署
東
出
張
所

の
小
村
光
紀
さ
ん
を
講
師
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

小
村
さ
ん
か
ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
・
助
言
を
受
け
な

が
ら
、
会
員
は
胸
骨
圧
迫
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
パ
ッ

ト
装
着
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

普
段
、
馴
染
み
の
な
い
こ
れ
ら
救
急
蘇
生

法
で
す
が
、
会
員
は
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

つ
か
む
き
っ
か
け
と
も
な
り
、
こ
れ
ら
一
次

救
命
措
置
の
重
要
性
と
と
も
に
、
そ
の
実
践

に
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

（
担
当　

池
亀 

由
基
）

当
所
の
10
・
11
月
の
「
共
済
・
福
祉
制
度

推
進
強
化
期
間
」
で
は
、
会
員
事
業
所
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
当
初
の
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
強
化
期
間
の
終
了
後
も
会
員
事
業
所
皆

様
の
福
利
厚
生
の
向
上
や
経
営
安
定
の
た
め
、

共
済
・
福
祉
制
度
の
推
進
を
図
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
年
部
11
月
例
会

「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
Ｉ  

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」
に

約
３
０
０
人
来
場

女
性
会
11
月
例
会

救
急
蘇
生
法
を
実
技
交
え
学
ぶ

共
済・福
祉
制
度
推
進
強
化
期
間

協
力
お
礼 

市
民
が
参
加
し
た
青
年
部
11
月
例
会
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当
所
が
運
営
す
る
「
北
見
ビ
ジ
ネ
ス
総

合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
５
階
、
通
称
・
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
）

で
は
専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
経
営
課
題

を
抱
え
る
中
小
企
業
経
営
者
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
提
携
先
の
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
北
海
道
本
部
北
見
オ
フ

ィ
ス
と
北
海
道
知
的
財
産
情
報
セ
ン
タ
ー
北

見
サ
テ
ラ
イ
ト
、（
公
財
）
北
海
道
中
小
企

業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
が
同
室
で
す
。

同
北
見
オ
フ
ィ
ス
を
は
じ
め
、
北
見
工
大
、 

金
融
機
関
、
税
務
・
法
務
機
関
と
連
携
し
て

相
談
案
件
に
応
じ
た
専
門
家
の
紹
介
も
行
っ

て
い
ま
す
。

創
業
・
開
業
か
ら
事
業
の
経
営
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
対
応
な
ど
、
同
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　

7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

セ
ン
タ
ー
（
℡
57–

５
６
８
８
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
無
料
）。

　
　
　
　
　
　
　

 （
担
当　

竹
中 

秀
之
）   

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
５
階
に
設
置

さ
れ
て
い
る
（
公
財
）
北
海
道
中
小
企
業
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
で
は
職

員
２
名(

う
ち
１
名
非
常
勤)

体
制
で
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経

営
課
題
に
係
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す(

無

料
）。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
オ
ホ
ー
ツ
ク

支
部(
℡
31
‐
１
１
２
３)

へ
。

「
特
許
・
商
標
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

『
知
財
』
に
関
す
る
個
別
相
談
会
」
は
11
月

27
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
か
れ
、

商
標
1
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
は

1
月
22
日
の
予
定
で
す
。

同
相
談
会
は
、
当
所
と
（
独
法
） 

工
業
所

有
権
情
報
・
研
修
館
北
海
道
知
財
総
合
支
援

窓
口
の
共
催
。
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
℡
23

‐
４
１
１
１
）。　　

  （
担
当　

古
川 

佳
佑
）

当
所
は
、
会
員
事
業
所
限
定
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
会
員
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
紹
介
（
当
所
Ｈ

Ｐ
に
リ
ン
ク
）
と
、
企
業
経
営
の
関
連
制
度

や
補
助
金
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
各
種
情
報
の

メ
ー
ル
配
信
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
会

社
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報
収
集
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。　　
　
　
　
　
　
（
担
当　

古
川 

佳
佑
）

〈
ビ
ズ
サ
ポ
北
見
〉

創
業・開
業
、 経
営
課
題
に
対
応

知
財
に
関
す
る
無
料
相
談
会

次
回
は
１
月
22
日
要
予
約
　

会
員
事
業
所
限
定

各
種
情
報 

メ
ー
ル
配
信

〈
北
海
道
中
小
企
業

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

■㈱プレジデント (新谷有美さん、北６条
西４丁目２－２佐々木ビル１階、スナック）

■おたから買い取り専門店ガーネット (柳
瀨今日子さん、北斗町２丁目１－１、査定・
買い取り・遺品整理）

■㈱北海道チクレンミート北見工場 (小西
正教さん、豊田１９３－２、食肉処理業）

新入会員紹介
（入会日　令7・10/16 ～ 12/15）

ご入会ありがとうございます

事業承継相談室（無料）

1月下旬～3月の予定日
　当所は、事業承継相談室を設けてい
ます。「何から手を付けていいのか」
「承継できる親族がいない」「対象者
はいるが進め方は」など、事業承継に
関する疑問、手続き、進め方などの相
談を北海道事業承継・引継ぎ支援セン
ター北見サテライトの担当職員が受け
付けています(秘密厳守、公平中立)。
　内容によって事業承継の専門家への
相談もできます。また、同北見サテラ
イトでは、随時、事業承継の相談に応
じています。
　1月下旬以降の相談日は、1月26日、
2月9日・16日、3月9日・16日となっ
ています。
　会場は北見経済センタービル、相談
料は無料、予約制となっています。詳
しくは、当所地域振興部(℡23－4111)
にお問い合わせください。
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発行日	 発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２5　北見経済センタービル6階
TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ　https://kitamicci.or.jp/	メール　info@kitamicci.or.jp

　㈱綜合企画（服部
裕之社長）は、昭和
46 年の創業以来の
「バス広告」と「屋
外広告」（看板）を
メイン業務としてい
ます。前者は北海道
北見バスなどを取り
扱っています。北見出身の服部さんは、父、兄に続き
５代目社長。札幌での会社員時代を経てＵターンし平
成 23 年、社長に就任。屋外広告業団体に所属し協力
会社と連携した制作にも取り組んでいます。「自社制
作の広告には愛着があり、やりがいを感じています」
と服部社長。「今後も地元のお客さまが求めているも
の、心に伝わるものを提案していきたい」と抱負。バ
ス広告は車体・車内、ラッピング、バス停など多彩に
用意されています（一例 /車体背面広告〈横 120㌢、
縦 45㌢〉＝写真＝制作費 1万円、媒体費月額 1万円）。

　当社北見営業所は平成 12年に開設され、今年で 26
年目を迎えました。開所当初からオホーツク管内にて
昇降機・空調機のメンテナンスを中心に事業展開して
おります。現在も病院・学校・官公庁・ホテルといっ
た大型施設を管理されているお客様から昇降機・空調
機に関するメンテナンスのご依頼を頂戴しております。
地域の特徴としまして農産物や水産品の取扱いが多い
ため、倉庫関係のお客様から空冷設備に関するメンテ
ナンスのご依頼をいただく機会も多く、当社の製品・
サービスに対し日頃から高い評価をいただいておりま
す。今後も地域のお客様に頼られる存在でありたいと
思いますので、変わ
らぬご愛顧をいただ
きますよう、宜しく
お願い申し上げます。
〈記事作成 / 三菱電
機ビルソリューショ
ンズ㈱〉

2026年1月19日（隔月発行）

　新年明けましておめでとうございます。本
年もよろしくお願い申し上げます。
　皆様、年の始めにはどんな一年にしたいか、
いろいろ考えられるのではないでしょうか。
　昨年の干支は乙巳。「再生や変化」を象徴
し、55年ぶりの万博、初の女性首相誕生、
野生動物との共存、度重なる物価高騰など世

相の変化を感じる様々な出来事がありました。
　今年の干支は丙午。丙は「太陽のように大きな火」
「明るい」「活発」「華やか」「生命力」等の強いエ
ネルギーを象徴し、午は「スピード」「行動力」「社
交性」「勢いや力強さ」などを意味するため、「情熱
と勢い」があり、新しいことや迷っていたことにチャ
レンジすると追い風が吹いて物事が良い方向に動き、
人とのコミュニケーションをとることで運気も上がる
とされています。
　占星術でも、天体の配置から、ゼロから始まる再ス
タートの年で、新しい挑戦への後押しとサポートがあ
るとされていますので、ぜひこの機会に何かを始めて
みてはいかがでしょうか。本年が皆様にとって素晴ら
しい一年になりますように。

◆	21日	事業承継セミナー

◆	22日	新議員研修会、三役と新議員との交流会

◆	26日	三役会、正副会頭と各部会長・委員長懇談
会、事業承継相談室

◆	28日	道商連正副会頭会議、道商連正副会頭・委
員長政策懇談会、北海道知事との政策懇談
会、道議会議員との懇談会（札幌市）

◆	9日	 三役会、創業実践セミナー（10日）、事業
承継相談室（16日）

◆	12日	全道商工会議所専務理事会議（札幌市）

◆	26日	三役会、正副会頭と正副部会長・正副委員
長合同連絡会議

創業以来のバス広告と屋外広告（看板）制作

㈱綜合企画
平成12年開設、管内で昇降機や空調機のメンテナンス

三菱電機ビルソリューションズ㈱北見営業所

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№182

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 令和８年の丙
ひのえうま

午 はどんな年に...

北見市双葉町１丁目１‐13　℡57-1831 北見市北３条東１丁目25 北見経済センタービル５階　℡22-0525
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9  
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10  

月

編
集
後
記


